
 

29 
 

２ パネリストによる講演  兵庫会場 

 
2.2 兵庫会場 

2.2.1 スポーツ活動中の歯・口のけが事例分析と予防 10 か条 

 

（１）歯・口のけが予防 10 か条、理解と実践 

①日頃からの管理と指導 

・朝、授業や活動の途中・前後に、健康観察をする。 

・食事、運動、休養・睡眠の調和のとれた生活と敏捷性、調整能力などの基礎的な体力づくりに 

努める。 

・施設・設備や用具、教室や運動場などの安全点検を行い、環境を安全に整える。 

・活動場所や内容、運動種目などに応じた安全対策をする。 

・危険な行動などを見つけたら、改善のための指導をする。 

・安全な活動や用具等の使用に関するルールを決め、お互いに守るように指導する。 

 

②危険を予測・回避するための行動 

・事故の事例や「ひやり・はっと」した場面などを題材に、危険予測・回避の学習をする。 

・体の接触、ボールやバット、ラケット等に当たることが多い運動では、マウスガードの着用も検討 

する。 

 

③けがをした場合の対応 

・けがをしたところを清潔にし、応急手当をする。 

・抜けた（欠けた）歯を拾って、速やかに歯科医を受診する。 

 

（２）安全教育、危険予測学習が大切 

・事故は自身の行動や心理状態、疲労などの主体の要因や運動の要因のほか、他人や物、周囲の状

況、気象条件などの環境の要因、用具の要因が関わり合って発生する。 

・事故を防止するために安全教育、事故の事例やヒヤリハットを題材にした危険予測・回避学習を行

い、行動変容を促すことが大切である。 

 

 

 

パネリストによる講演 

「スポーツ活動中の歯・口のけが事例分析と予防 10 か条」 

 

 上野 俊明    
 
明海大学教授 
歯科医師、スポーツ歯科 

 

 （略歴） 
オリンピック日本代表選手の医・科学サポートの担当や、日本スポーツ協会スポーツ医・科学専門委員会委員、

日本ボクシング連盟スポーツ科学委員会委員、日本学校歯科医会学校安全教育調査研究委員会アドバイザーな

ども務める。 
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（３）回避できる事故と、できない事故 

・野球の自打球の場合、バットから目や歯までの到達時間は 0.05 秒である。それに対して、人の反応

時間は 0.2 秒程度であることから、傷害を避けることは不可能である。 

・回避できない事故に備えて、安全保護具の使用や環境整備を進めることを優先的に考える。 

 

（４）安全保護具マウスガードと効果のエビデンス 

・マウスガード未使用者のスポーツ歯科外傷の発生リスクは 1.6～1.9 倍高いことが知られている。 

・市販の既製品に比べて、歯科医院で歯型を取って作製するカスタムメイドのマウスガードは最高水 

準の防護能と快適性を備えている。 

・しかし、マウスガードが脳震盪による障害を防ぐことを示す科学的証拠は未だない。 

 

（５）事故発生時の対応と、応急処置について 

①まず、頭と顎をチェック 

・頭を打っていないか、頭痛やめまい、脳震盪を起こしてないか。 

・顎が折れていないか、口はまっすぐきちんと開くか。 

・歯と口の中を見て、けがの状態を確認する。 

 

②手早く処置して、歯科受診 

・抜けた（欠けた・折れた）歯を捜して、歯の保存液に浸す。 

・口をすすいで、汚れや血を流し、ガーゼで圧迫止血する。 

・できるだけ早く、歯科医院を受診する。 

 

③外傷歯の取扱い、３つのポイント 

・歯根を触らない。 

・水道水で洗わない。 

・アルコール消毒しない。 

 

＊保存液がなければ牛乳で代用可 

牛乳の浸透圧は人の組織液と等張で、pH も近いため、歯の保存液として適している。 

開封後 2～3 日以内で、適切に冷蔵保存されている牛乳であれば、雑菌が繁殖している可能性は低い

ので、歯の保存液として代用してもよい。 
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2.2.2 傷害を予防する足かせからの解放と創造性の解放 

 

（１）事故は見守りで防げるか 

①見守りについて 

・見守りの効果は検証されていない。 

・しかも、何が見守りなのかの定義も曖昧である。 

・効果的な見守りの研究が必要となっている。 

 

②見守りによる転倒防止は困難 

・多くの転倒は発生から 0.5 秒である。 

・人間の視覚の平均的な反応時間は 0.2 秒であり、転倒開始から 0.3 秒程度で子どもに到達する必要

がある。 

・子どもから 1m の場所で見守っていても、1/0.3=3[m/sec]の速さで動く必要があり、初速を時速 0km と

考えると、時速 24km まで加速する必要がある。 

・こうしたことから、注意によって防止するのではなく、環境のデザインによる対応が必要となる。 

 

（２）予防とは何か 

①予防効果が低い方法と高い方法 

A、B、C で整理してみることが必要。 

図表 ABC で整理 

         

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

パネリストによる講演 

「傷害を予防する 足かせからの解放と創造性の解放」 

 

 西田 佳史    

    
東京工業大学工学院機械系教授 
安全教育、事故防止 

   

 （略歴） 
独立行政法人産業技術総合研究所 デジタルヒューマン工学研究センター研究員を歴任し現職。 
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②何を変えるか、スポーツ外傷予防のために代えるもの（３つの E で考える） 

●環境（用具）を変える（Environment） 

●教育する（Education） 

●法律・安全基準をする作成（Enforcement） 

 
*事故予防とは＝変えられるものを見極め、変える。 

 

【野球の場合】 

変えたいもの：ファウルチップによる目の傷害 

変えられないもの：ファウルチップをよける（0.05 秒＜0.2 秒） 

変えられるもの：アイガードの採用 

 

【変えられるものを見つける方法】 

・事故データを収集・活用する。 

・変えたいものを理解する。 

・実行可能で効果的な方法を見つける。 

・変えられるものを変える。→事故を予防可能にする。 

 

（３）生きる力の恰好のテーマとしての予防学（データを活用した児童参加型の学校安全） 

・予防学はプログラミング教育やアクティブラーニングの恰好のテーマである。 

（データを活用し、主体的に課題を見つけ、周りを巻きこみ、「変えていく力（生きる力）」を持った人を創

り出す） 

 

①ステップ１：予防の科学を学ぶ 

●変えられるもの三原則を知る。 

 危ないところを直す、教え合う、ルールを決める。 

 

②ステップ２：学校の危機を探す 

●事故マップ（危険地図）を作成し危険の優先付けをする。 

●支援する人工知能を活用する。 

 

③ステップ３：３E に基づく予防を考える 

●Enforcement →→→→→→→ルールを変えよう。 

●Environment Modification→→危ないところを直そう。 

●Education→→→→→→→→教え合おう。 

 

④ステップ４：安全学習カリキュラムの効果評価 

ステップ１～３のカリキュラム実施前後の行動変容を分析する。  
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（４）発表資料 
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